
1 表題

2 設計条件

2.1 構造形式及び形状寸法

適　用　基　準　　　：土地改良事業計画設計基準 設計「農道」

構　造　形　式　　　：もたれ式

背　後　地　盤　　　：盛土部擁壁

擁 壁 の 高 さ　　　：Ｈ ＝  3.000 (m)

擁壁１ブロック長　　：Ｌ ＝ 10.000 (m)
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前面土砂高　常　時　：  0.500 (m)

　　　　　　地震時　：  0.500 (m)

水 の 影 響 　　　　：無　視

2.2 単位体積重量

コンクリート
壁 23.000 (kN/m3)

基　礎 23.000 (kN/m3)

裏 込 め 土 湿潤重量 19.000 (kN/m3)

前　面　土 湿潤重量 19.000 (kN/m3)

水 9.800 (kN/m3)

2.3 地盤の諸定数

2.3.1 裏込め土

内部摩擦角 35.000 (°)

壁面摩擦角
常　時 23.333 (°)

地震時 17.500 (°)



2.3.2 基礎地盤

底面と地盤との間の

摩擦角 φB 30.000 (°)

摩擦係数 μ 0.577 (tanφ%B%)

付着力 ｃB 0.000 (kN/m2)

支持地盤の定数

せん断抵抗角 φ 30.000 (°)

粘着力 ｃ 0.000 (kN/m2)

単位重量 γ1 16.000 (kN/m3)

支持地盤への根入れ深さ Ｄf’ 0.500 (m)

根入れ地盤の定数
根入れ深さ Ｄf 0.500 (m)

単位重量 γ2 18.000 (kN/m3)

2.4 許容応力度

コンクリート

設計基準強度 σck 18.000 (N/mm2)

許容圧縮応力度 σca 4.500 (N/mm2)

許容引張応力度 σta 0.250 (N/mm2)

許容せん断応力度 τa 0.330 (N/mm2)

鉄筋 許容引張応力度 σsa 176.000 (N/mm2)

2.5 設計水平震度

設計水平震度
躯　　体 0.120

裏込め土 0.120

2.6 安定計算

転倒に対する検討　　：偏心量で検討

滑動に対する検討　　：前面受働土圧を考慮しない

2.7 荷　重

2.7.1 上載荷重

自動車荷重(T-25)
載荷位置 0.000 (m)

荷重強度 10.000 (kN/m2)

2.8 荷重の組合せ

No 1 2

ケース名称 自重+載荷重(自動車) 自重+慣性力

地震の影響 ○

水の影響 ── ──

前面土砂 ○ ○

自動車荷重 ○

群集荷重 ── ──

雪 荷 重 ── ──

宅地荷重 ── ──

自動車衝突荷重 ── ──

落石による降伏荷重 ── ──

風 荷 重 ── ──

滑動安全率   1.500   1.200

2.9 準拠指針

土地改良事業計画設計基準・設計「農道」

　　　　　　　　平成17年3月　社団法人 農業土木学会

土地改良事業計画設計基準・設計「水路工」

　　　　　　　　平成26年3月　公益社団法人　農業農村工学会



3 底面における作用力

3.1 重量及び重心位置の計算方法

重量及び重心位置の計算は次式の座標法により行う。

Ａc ＝ 1
2
Σ Ｘi+1·Ｙi−Ｘi·Ｙi+1

Ｇy ＝ 
1
2
Σ Ｙi+1−Ｙi

2Ｘi+
1
3
Ｘi+1−Ｘi Ｘi+1+2Ｘi

Ｇx ＝ 1
2
Σ Ｘi+1−Ｘi

2Ｙi+
1
3
Ｙi+1−Ｙi Ｙi+1+2Ｙi

ＸC ＝ 
Ｇy

Ａc

ＹC ＝ 
Ｇx

Ａc

ここに、Ａc：断面積 (m2)

　　　　Ｇy：y軸に関する断面一次モーメント (m3)

　　　　Ｇx：x軸に関する断面一次モーメント (m3)

　　　　Ｘc：X方向の図心座標 (m)

　　　　Ｙc：Y方向の図心座標 (m)

　　　　Ｘi：i番目のX方向の座標 (m)

　　　　Ｙi：i番目のY方向の座標 (m)



3.2 く体の重量及び重心位置

3.2.1 く体重量・壁部

1

2 3

4

No
座標値 断面積

Ａc (m2)

断面一次モーメント

Ｘi (m) Ｙi (m) Ｇx (m3) Ｇy (m3)

1 0.000 0.000 0.000000 1.500000 -0.500000 

2 1.000 3.000 0.750000 2.250000 0.000000 

3 1.500 3.000 1.950000 -0.300000 2.945000 

4 1.300 0.000 0.000000 0.000000 0.000000 

1 0.000 0.000 0.000000 0.000000 0.000000 

Σ 2.700000 3.450000 2.445000 

体　　積　 Ｖc ＝ ΣＡc×
31.000 ＝ 2.700 (m )

重心位置　 Ｘc ＝ 
ΣＧy

ΣＡc
 ＝ 

2.445000
2.700000

 ＝ 0.906 (m)

　　　　　 Ｙc ＝ 
ΣＧx

ΣＡc
 ＝ 

3.450000
2.700000

 ＝ 1.278 (m)

単位重量　 γ 
3 ＝ 23.000 (kN/m )

重　　量　 Ｗc ＝ Ｖc·γ  ＝ 2.700×23.000 ＝ 62.100 (kN)

慣 性 力　 Ｈc ＝ Ｗc·ｋH ＝ 62.100×0.120 ＝ 7.452 (kN)

モーメント Ｍx ＝ Ｗc·Ｘc ＝ 62.100×0.906 ＝ 56.263 (kN･m)

　　　　　 Ｍy ＝ Ｈc·Ｙc ＝ 7.452×1.278 ＝ 9.524 (kN･m)



3.3 前面土の重量及び重心位置

3.3.1 共通(常時・地震時)

1

2 3

No
座標値 断面積

Ａc (m2)

断面一次モーメント

Ｘi (m) Ｙi (m) Ｇx (m3) Ｇy (m3)

1 0.000 0.000 0.000000 0.000000 0.000000 

2 0.000 0.500 0.041667 0.020833 0.000000 

3 0.167 0.500 0.000000 -0.006944 0.002315 

1 0.000 0.000 0.000000 0.000000 0.000000 

Σ 0.041667 0.013889 0.002315 

体　　積　 Ｖc ＝ ΣＡc×
31.000 ＝ 0.042 (m )

重心位置　 Ｘc ＝ 
ΣＧy

ΣＡc
 ＝ 

0.002315
0.041667

 ＝ 0.056 (m)

　　　　　 Ｙc ＝ 
ΣＧx

ΣＡc
 ＝ 0.013889

0.041667
 ＝ 0.333 (m)

単位重量　 γ 
3 ＝ 19.000 (kN/m )

重　　量　 Ｗc ＝ Ｖc·γ  ＝ 0.042×19.000 ＝ 0.798 (kN)

モーメント Ｍx ＝ Ｗc·Ｘc ＝ 0.798×0.056 ＝ 0.045 (kN･m)



3.4 上載荷重

3.4.1 荷重ケース.1 - 自重+載荷重(自動車)

名　　称 載荷位置 (m) 荷重強度 (kN/m2)

自動車荷重 0.000　 10.000　



3.5 土　圧

3.5.1 計算方法

土圧はクーロン公式により算出する。

-α

q

+i

H

δ

hw

α ＝ −1tan -0.200
3.000

 ＝ -3.814 (°)

土圧係数

ＫA ＝ 
2cos φ−α−θ

cosθ· 2cos α·cos α+δ+θ
2

1+
sin φ+δ ·sin φ−ｉ−θ
cos α+δ+θ ·cos α−ｉ

主働土圧強度 (kN/m2)

Ｐ1 ＝ ＫA·ｑ

Ｐ2 ＝ Ｐ1+ＫA·γ· Ｈ−ｈw

Ｐ3 ＝ Ｐ2+ＫA·γ ·ｈw

主働土圧 (kN/m)

ＰA1 ＝ 1
2
Ｐ1+Ｐ2 Ｈ−ｈw

ＰA2 ＝ 1
2
Ｐ2+Ｐ3 ｈw

ＰA ＝ ＰA1+ＰA2

水の影響が無い場合 水の影響が有る場合

P1

PA H

P2

PA V

PA 1

PA

PA 1

P1

P2

P3

PA H

PA V

PA 2PA

土圧の作用位置 (m)

ＹP ＝ 
ＭP1+ＭP2

ＰA

ＸP ＝ Ｂ−ＹP·tanα



ここに、ＰA ： 主働土圧合力 (kN/m)

　　　　ＰAV ： 主働土圧合力の鉛直成分 (kN/m)

　　　　ＰAH ： 主働土圧合力の水平成分 (kN/m)

　　　　ＰA1 ： 土圧作用面の上端から水位面までの主働土圧合力 (kN/m)

　　　　ＰA2 ： 水位面から土圧作用面の下端までの主働土圧合力 (kN/m)

　　　　Ｐ1 ： 土圧作用面の上端での主働土圧強度 (kN/m2)

　　　　Ｐ2 ： 水位面での主働土圧強度 (kN/m2)

　　　　Ｐ3 ： 土圧作用面の下端での主働土圧強度 (kN/m2)

　　　　ＭP1 ： 土圧作用面の上端から水位面までの土圧によるモーメント (kN･m)

　　　　ＭP2 ： 水位面から土圧作用面の下端までの土圧によるモーメント (kN･m)

　　　　ＸP ： 主働土圧合力のX方向の作用位置 (m)

　　　　ＹP ： 主働土圧合力のY方向の作用位置 (m)

　　　　Ｂ ： 底面幅 = 1.300 (m)

　　　　ＫA ： 主働土圧係数

　　　　φ ： 裏込め土のせん断抵抗角 = 35.000 (°)

　　　　δ ： 壁面摩擦角 (°)

　　　　α ： 壁面が鉛直面となす角 = -3.814 (°)

　　　　i ： 地表面が水平面となす角 = 0.000 (°)

　　　　θ ： 地震合成角 (度)　地震の影響を考慮しない場合はθ=0とする。

　　　　 θ = tan-1ｋH

　　　　ｋH ： 設計水平震度 = 0.120

　　　　γ ： 裏込め土の湿潤重量 = 19.000 (kN/m3)

　　　　γ' ： 裏込め土の水中重量 (kN/m3)

　　　　ｑ ： 上載荷重 (kN/m2)

　　　　Ｈ ： 壁高 (m)

　　　　ｈw ： 擁壁下面から水位面までの高さ (m)



上載荷重がある場合には上載荷重をフリューリッヒの地盤応力の理論を応用し、擁壁背面位置からの等分布荷重として取り扱

う。

Ｑ

ｑd

Ｘ

H

Ｑd ＝ Ｑ·Ｉw

Ｉw ＝ 1+
2Ｘ

Ｈ
−
2
π

1+
2Ｘ

Ｈ
−1tan

Ｘ
Ｈ

−
2
π

Ｘ
Ｈ

ここに、ｑd ： 換算後の等分布荷重 (kN/m2)

　　　　Ｑ ： 上載荷重 (kN/m2)

　　　　Ｉw ： 等分布荷重換算係数

　　　　Ｘ ： 上載荷重の壁背面からの載荷位置 (m)

　　　　Ｈ ： 壁高 = 3.000 (m)

・自動車荷重

Ｘ  ＝ 0.000 (m)

Ｉw ＝ 1+
2Ｘ

Ｈ
− 2
π

1+
2Ｘ

Ｈ
−1tan Ｘ

Ｈ
− 2
π

Ｘ
Ｈ

　  ＝ 1+
20.000

3.000
−
2
π

1+
20.000

3.000
−1tan

0.000
3.000

−
2
π

0.000
3.000

　  ＝ 1.00000



3.5.2 荷重ケース.1 - 自重+載荷重(自動車)

・水の影響を考慮しない(ｈw=0.000m)、地震の影響を考慮しない

名　称
Ｘ
(m)

Ｑ
(kN/m2)

Ｉw
ｑd

(kN/m2)
備　　考

自動車荷重 0.000 10.000 1.00000 10.000

Σ 10.000

土圧係数

ＫA ＝ 
2cos φ−α

2cos α·cos α+δ
2

1+
sin φ+δ ·sin φ−ｉ
cos α+δ ·cos α−ｉ

　  ＝ 
2cos 35.000−-3.814

2cos -3.814×cos -3.814+23.333 ×
2

1+
sin 35.000+23.333 ×sin 35.000−0.000
cos -3.814+23.333 ×cos -3.814−0.000

　  ＝ 0.219

主働土圧強度 (kN/m2)

Ｐ1 ＝ ＫA· ｑd+ｑw  ＝ 0.219× 10.000+0.000 2 ＝ 2.190 (kN/m )

Ｐ2 ＝ Ｐ1+ＫA·γ· Ｈ−ｈw  ＝ 2.190+0.219×19.000× 3.000−0.000 2 ＝ 14.673 (kN/m )

Ｐ3 ＝ Ｐ2
2 ＝ 14.673 (kN/m )

主働土圧 (kN/m)

ＰA1 ＝ 1
2
Ｐ1+Ｐ2 Ｈ−ｈw  ＝ 1

2
× 2.190+14.673 × 3.000−0.000  ＝ 25.295 (kN/m)

ＰA2 ＝ 
1
2
Ｐ2+Ｐ3 ｈw ＝ 

1
2
× 14.673+14.673 ×0.000 ＝ 0.000 (kN/m)

ＰA ＝ ＰA1+ＰA2 ＝ 25.295+0.000 ＝ 25.295 (kN/m)

ＰAV ＝ ＰA·sin α+δ  ＝ 25.295×sin -3.814+23.333  ＝ 8.452 (kN/m)

ＰAH ＝ ＰA·cos α+δ  ＝ 25.295×cos -3.814+23.333  ＝ 23.841 (kN/m)

土圧によるモーメント (kN･m)

ＭP1 ＝ 
2Ｐ1+Ｐ2

Ｐ1+Ｐ2
·
Ｈ−ｈw

3
+ｈw ＰA1 ＝ 

2×2.190+14.673
2.190+14.673

×
3.000−0.000

3
+0.000 ×25.295 ＝ 28.580 (kN･m)

ＭP2 ＝ 
2Ｐ2+Ｐ3

Ｐ2+Ｐ3
·
ｈw

3
ＰA2 ＝ 

2×14.673+14.673
14.673+14.673

× 0.000
3

×0.000 ＝ 0.000 (kN･m)

土圧の作用位置 (m)

ＹP ＝ 
ＭP1+ＭP2

ＰA
 ＝ 

28.580+0.000
25.295

 ＝ 1.130 (m)

ＸP ＝ Ｂ+ＹP·tanα ＝ 1.300+1.130×tan-3.814 ＝ 1.375 (m)



3.5.3 荷重ケース.2 - 自重+慣性力

・水の影響を考慮しない(ｈw=0.000m)、地震の影響を考慮する

土圧係数

θ ＝ −1tan ｋh ＝ −1tan 0.120  ＝ 6.843 (°)

ＫA ＝ 
2cos φ−α−θ

cosθ· 2cos α·cos α+δ+θ
2

1+
sin φ+δ ·sin φ−ｉ−θ
cos α+δ+θ ·cos α−ｉ

　  ＝ 
2cos 35.000−-3.814−6.843

cos6.843× 2cos -3.814×cos -3.814+17.500+6.843 ×
2

1+
sin 35.000+17.500 ×sin 35.000−0.000−6.843
cos -3.814+17.500+6.843 ×cos -3.814−0.000

　  ＝ 0.292

主働土圧強度 (kN/m2)

Ｐ1 ＝ ＫA· ｑd+ｑw  ＝ 0.292× 0.000+0.000 2 ＝ 0.000 (kN/m )

Ｐ2 ＝ Ｐ1+ＫA·γ· Ｈ−ｈw  ＝ 0.000+0.292×19.000× 3.000−0.000 2 ＝ 16.644 (kN/m )

Ｐ3 ＝ Ｐ2
2 ＝ 16.644 (kN/m )

主働土圧 (kN/m)

ＰA1 ＝ 1
2
Ｐ1+Ｐ2 Ｈ−ｈw  ＝ 1

2
× 0.000+16.644 × 3.000−0.000  ＝ 24.966 (kN/m)

ＰA2 ＝ 1
2
Ｐ2+Ｐ3 ｈw ＝ 1

2
× 16.644+16.644 ×0.000 ＝ 0.000 (kN/m)

ＰA ＝ ＰA1+ＰA2 ＝ 24.966+0.000 ＝ 24.966 (kN/m)

ＰAV ＝ ＰA·sin α+δ  ＝ 24.966×sin -3.814+17.500  ＝ 5.907 (kN/m)

ＰAH ＝ ＰA·cos α+δ  ＝ 24.966×cos -3.814+17.500  ＝ 24.257 (kN/m)

土圧によるモーメント (kN･m)

ＭP1 ＝ 
2Ｐ1+Ｐ2

Ｐ1+Ｐ2
·
Ｈ−ｈw

3
+ｈw ＰA1 ＝ 

2×0.000+16.644
0.000+16.644

×
3.000−0.000

3
+0.000 ×24.966 ＝ 24.966 (kN･m)

ＭP2 ＝ 
2Ｐ2+Ｐ3

Ｐ2+Ｐ3
·
ｈw

3
ＰA2 ＝ 

2×16.644+16.644
16.644+16.644

×
0.000

3
×0.000 ＝ 0.000 (kN･m)

土圧の作用位置 (m)

ＹP ＝ 
ＭP1+ＭP2

ＰA
 ＝ 

24.966+0.000
24.966

 ＝ 1.000 (m)

ＸP ＝ Ｂ+ＹP·tanα ＝ 1.300+1.000×tan-3.814 ＝ 1.367 (m)

3.6 作用力の集計

3.6.1 荷重ケース.1 - 自重+載荷重(自動車)

項目名
荷重 (kN/m) アーム長 (m) モーメント (kN･m/m)

備　考
鉛直力Ｖ 水平力Ｈ Ｘ Ｙ 抵抗 Ｍr 転倒 Ｍo

く体自重 62.100 0.000 0.906 0.000 56.263 0.000 項目3.2.1 参照

前面土 0.798 0.000 0.056 0.000 0.045 0.000 項目3.3.1 参照

土圧 8.452 23.841 1.375 1.130 11.621 26.940 項目3.5.2 参照

Σ 71.350 23.841 67.930 26.940

底面つま先からの荷重合力の作用位置

ｄ ＝ 
ΣＭr−ΣＭo

ΣＶ
 ＝ 67.930-26.940

71.350
 ＝ 0.574 (m)

荷重の合力作用位置の底版中央からの偏心距離

ｅ ＝ 
Ｂ
2
−ｄ ＝ 

1.300
2

−0.574 ＝ 0.076 (m)



3.6.2 荷重ケース.2 - 自重+慣性力

項目名
荷重 (kN/m) アーム長 (m) モーメント (kN･m/m)

備　考
鉛直力Ｖ 水平力Ｈ Ｘ Ｙ 抵抗 Ｍr 転倒 Ｍo

く体自重 62.100 7.452 0.906 1.278 56.263 9.524 項目3.2.1 参照

前面土 0.798 0.000 0.056 0.333 0.045 0.000 項目3.3.1 参照

土圧 5.907 24.257 1.367 1.000 8.075 24.257 項目3.5.3 参照

Σ 68.805 31.709 64.383 33.781

底面つま先からの荷重合力の作用位置

ｄ ＝ 
ΣＭr−ΣＭo

ΣＶ
 ＝ 64.383-33.781

68.805
 ＝ 0.445 (m)

荷重の合力作用位置の底版中央からの偏心距離

ｅ ＝ 
Ｂ
2
−ｄ ＝ 

1.300
2

−0.445 ＝ 0.205 (m)



4 安定計算

4.1 転倒に対する検討

4.1.1 検討方法

次式のとおり、底面つま先から荷重の合力の作用位置までの距離ｄが許容値以上であることを照査する。

ｄ ≧ 
Ｂ
ｎ

 ＝ 

Ｂ
2

　… [常時]　

Ｂ
3

　… [地震時]

ここに、ｄ ： 底面つま先から荷重の合力の作用点までの距離 (m)

　　　　Ｂ ： 底面幅 = 1.300 (m)

4.1.2 荷重ケース.1 - 自重+載荷重(自動車)

　合力作用位置　ｄ  ＝  0.574 (m)　 … [項目3.6.1] 参照

ｄ ＝ 0.574 (m)　≧　Ｂ
3
 ＝ 1.300

3
 ＝ 0.433 (m)　　… OK

4.1.3 荷重ケース.2 - 自重+慣性力

　合力作用位置　ｄ  ＝  0.445 (m)　 … [項目3.6.2] 参照

ｄ ＝ 0.445 (m)　≧　
Ｂ
3
 ＝ 

1.300
3

 ＝ 0.217 (m)　　… OK



4.2 許容支持力の計算

4.2.1 計算方法

以下の公式により地盤の許容支持力を計算する。

　・長期許容支持力度

ｑa ＝ 1
3

α·ｃ·Ｎc+
1
2
β·γ1·Ｂ·Ｎr+γ2·Ｄf·Ｎq

　・短期許容支持力度

ｑa ＝ 1
2

α·ｃ·Ｎc+
1
2
β·γ1·Ｂ·Ｎr+γ2·Ｄf·Ｎq

ここに、ｑa ： 基礎地盤の許容鉛直支持力度 (kN/m2)

　　　　α ： 基礎の形状係数 = 1.0

　　　　β ： 基礎の形状係数 = 0.5

　　　　ｃ ： 支持地盤の粘着力 = 0.000 (kN/m2)

　　　　Ｂ ： 擁壁底面幅 = 1.300 (m)

　　　　γ1 ： 支持地盤の単位体積重量 = 16.000 (kN/m3)

　　　　γ2 ： 根入れ地盤の単位体積重量 = 18.000 (kN/m3)

　　　　Ｄf ： 有効根入れ深さ = 0.500 (m)

　　　　Ｎc,Ｎq,Ｎr ： 支持力係数(内部摩擦角φの関数で次表より求める)

φ Ｎc Ｎq Ｎr

0.0 10.0 20.0 30.0 40.00.2 

0.3 

0.4 

0.6 

1 

2 

3 

4 

6 

10 

20 

30 

40 

60 

100 

内部摩擦角 φ(°)

支
持

力
係
数

Ｎc

Ｎq

Ｎr

0° 5.1　 1.0　 0.0　

5° 6.5　 1.6　 0.2　

10° 8.3　 2.5　 0.6　

15° 11.0　 3.9　 1.4　

20° 14.8　 6.4　 3.2　

25° 20.7　 10.7　 6.9　

30° 30.1　 18.4　 15.3　

35° 46.1　 33.3　 35.2　

40° 75.2　 64.2　 86.5　

上表より、内部摩擦角=30.000(°)の値を採用する

Ｎc ＝ 30.100 , Ｎq ＝ 18.400 , Ｎr ＝ 15.300

4.2.2 長期許容支持力度

・荷重ケース.1 - 自重+載荷重(自動車)

ｑa ＝ 1
3

α·ｃ·Ｎc+
1
2
β·γ1·Ｂ·Ｎr+γ2·Ｄf·Ｎq

　  ＝ 
1
3
× 1.0×0.000×30.100+

1
2
×0.5×16.000×1.300×15.300+18.000×0.500×18.400

　 
2 ＝ 81.720 (kN/m )

4.2.3 短期許容支持力度

・荷重ケース.2 - 自重+慣性力

ｑa ＝ 1
2

α·ｃ·Ｎc+
1
2
β·γ1·Ｂ·Ｎr+γ2·Ｄf·Ｎq

　  ＝ 
1
2
× 1.0×0.000×30.100+

1
2
×0.5×16.000×1.300×15.300+18.000×0.500×18.400

　 
2 ＝ 122.580 (kN/m )



4.3 地盤支持に対する検討

4.3.1 計算方法

つま先先端から荷重合力の作用点までの距離ｄが底面幅Ｂの1/2以下である時、地盤反力は以下の式により算出し最大地盤反力度

が許容地盤反力度を越えないことを照査する。

a) ｄ＜Ｂ/3の場合

ｑmax ＝ 2ΣＶ
3ｄ

　≦　ｑa

b) Ｂ/3≦ｄ≦Ｂ/2の場合

ｑ1 ＝ ΣＶ
Ｂ

· 1+ 6ｅ
Ｂ

, ｑ2 ＝ ΣＶ
Ｂ

· 1− 6ｅ
Ｂ

max ｑ1, ｑ2 　≦　ｑa

つま先先端から荷重合力の作用点までの距離ｄが底面幅Ｂの1/2より大きい時、もたれ式擁壁を剛部材と仮定し底面の地盤バネと

背面の地盤バネを考慮した地盤バネモデルによる計算法により以下の式により算出し、最大地盤反力度が許容地盤反力度を越えな

いことを照査する。

ΣＨ

ΣＶ

ΣＨ

ΣＶ

α

Ｂ Ｂ

ＱH

ＱV

ｌ1

ｌ2

ｌ1

ｌ2

ｌ ｌ

Ｑt

ｋv

ｋs

ｋt

Ma Ma

ｄ

合力

ｄq

Ｑt ＝ 
Ｍa−κd·Ｂ·ΣＶ

Ｂsinα 1−κd +ｌ 1−
κl

3

ＱV ＝ ΣＶ−Ｑtsinα , ＱH ＝ ΣＨ+Ｑtcosα

ｑv1 ＝ 
2ＱV 2−3κd

Ｂ
, ｑv2 ＝ 

2ＱV 3κd−1
Ｂ

ｑt ＝ 
2Ｑt

κl·ｌ



ここに、ΣＶ ： 擁壁底面における全鉛直力 (kN/m)

　　　　ΣＨ ： 擁壁底面における全水平力 (kN/m)

　　　　Ｍa ： 底面つま先回りの作用モーメント (kN･m/m)

　　　　 Ｍa＝ΣＭr-ΣＭo

　　　　ΣＭr ： 底面つま先回りの抵抗モーメント (kN･m/m)

　　　　ΣＭo ： 底面つま先回りの転倒モーメント (kN･m/m)

　　　　ｄ ： 底面つま先から合力作用位置までの距離 (m)

　　　　 ｄ＝Ｍa/ΣＶ

　　　　Ｈ ： 擁壁高 = 3.000 (m)

　　　　Ｂ ： 擁壁底面幅 = 1.300 (m)

　　　　ｌ ： 壁面長 = 0.000 (m)

　　　　 ｌ＝Ｈ/cosα ＝3.000/cos0.000

　　　　α ： 壁面背面傾斜角 = 0.000 (°)　[1:0.067]

　　　　ＱV ： 擁壁底面に発生する鉛直地盤反力 (kN/m)

　　　　ＱH ： 擁壁底面に発生する水平地盤反力 (kN/m)

　　　　Ｑt ： 擁壁背面に発生する壁面地盤反力 (kN/m)

　　　　 ただし、ｄ≦κd･Ｂ のときは Ｑt=0 とする。

　　　　ｑv1 ： 擁壁底面の前方に発生する鉛直地盤反力度 (kN/m2)

　　　　ｑv2 ： 擁壁底面の後方に発生する鉛直地盤反力度 (kN/m2)

　　　　ｑt ： 擁壁背面に発生する最大壁面地盤反力度 (kN/m2)

　　　　ｄq ： 底面つま先から鉛直地盤反力作用位置までの距離 (m)

　　　　ｌ1 ： 擁壁底面から壁面地盤反力度発生位置までの区間長 (m)

　　　　ｌ2 ： 壁面地盤反力度が発生する区間長 (m)

　　　　κl ： ｌ2とｌとの比　= 0.267

　　　　 擁壁背面勾配 1:0.3のとき、κl = 0.50

　　　　 　　 〃 　　 1:0.4のとき、κl = 0.60

　　　　 　　 〃 　　 1:0.5のとき、κl = 0.70

　　　　κd ： ｄqとＢとの比　= 0.560

4.3.2 荷重ケース.1 - 自重+載荷重(自動車)

許容支持力　　　 ｑa  ＝  81.720 (kN/m2)　 … [項目4.2.2] 参照

合力の作用位置　 ｄ   ＝   0.574 (m)　　　 … [項目3.6.1] 参照

全鉛直力　　　 ΣＶ   ＝  71.350 (kN/m)　　  … [項目3.6.1] 参照

偏心距離　　　　 ｅ   ＝   0.076 (m)

ｄ ＝ 0.574 (m)　≧　Ｂ
3
 ＝ 1.300

3
 ＝ 0.433 (m),ｄ ≦ Ｂ

2
 ＝ 0.650 (m) であるから、

ｑ1 ＝ ΣＶ
Ｂ

· 1+ 6ｅ
Ｂ

 ＝ 71.350
1.300

× 1+ 6×0.076
1.300

2 ＝ 74.136 (kN/m )

ｑ2 ＝ 
ΣＶ
Ｂ

· 1−
6ｅ
Ｂ

 ＝ 
71.350
1.300

× 1−
6×0.076
1.300

2 ＝ 35.633 (kN/m )

Max ｑ1, ｑ2  ＝ Max 74.136, 35.633 2 ＝ 74.136 (kN/m )　≦　ｑa
2 ＝ 81.720 (kN/m )　… OK

4.3.3 荷重ケース.2 - 自重+慣性力

許容支持力　　　 ｑa  ＝ 122.580 (kN/m2)　 … [項目4.2.3] 参照

合力の作用位置　 ｄ   ＝   0.445 (m)　　　 … [項目3.6.2] 参照

全鉛直力　　　 ΣＶ   ＝  68.805 (kN/m)　　  … [項目3.6.2] 参照

偏心距離　　　　 ｅ   ＝   0.205 (m)

ｄ ＝ 0.445 (m)　≧　
Ｂ
3
 ＝ 

1.300
3

 ＝ 0.433 (m),ｄ ≦ 
Ｂ
2
 ＝ 0.650 (m) であるから、

ｑ1 ＝ ΣＶ
Ｂ

· 1+ 6ｅ
Ｂ

 ＝ 68.805
1.300

× 1+ 6×0.205
1.300

2 ＝ 103.004 (kN/m )

ｑ2 ＝ ΣＶ
Ｂ

· 1− 6ｅ
Ｂ

 ＝ 68.805
1.300

× 1− 6×0.205
1.300

2 ＝ 2.850 (kN/m )

Max ｑ1, ｑ2  ＝ Max 103.004, 2.850 2 ＝ 103.004 (kN/m )　≦　ｑa
2 ＝ 122.580 (kN/m )　… OK



4.4 滑動に対する検討

4.4.1 計算方法

次式で求める滑動に対する安全率が所要安全率以上であることを照査する。

Ｆs ＝ 
ΣＶ·μ+ｃB·Ｂ

ΣＨ
　≧　Ｆa

ここに、ΣＶ ： 底面に作用する全鉛直力 (kN/m)

　　　　ΣＨ ： 底面に作用する全水平力 (kN/m)

　　　　μ ： 底面と地盤との間の摩擦係数 = 0.577

　　　　 μ＝tanφB＝tan(30.000)

　　　　φB ： 底面と地盤との間の摩擦角 = 30.000 (°)

　　　　ｃB ： 底面と地盤との間の粘着力 = 0.000 (kN/m2)

　　　　Ｂ ： 底面幅 = 1.300 (m)

　　　　Ｂ' ： 有効載荷幅 Ｂ'＝Ｂ-2ｅ (m)

　　　　ｅ ： 荷重の偏心距離 (m)

　　　　Ｆs ： 滑動に対する安全率

　　　　Ｆa ： 滑動に対する所要安全率

4.4.2 荷重ケース.1 - 自重+載荷重(自動車)

全水平力　　　　   ΣＨ ＝  23.841 (kN/m)　　 … [項目3.6.1] 参照

全鉛直力　　　　   ΣＶ ＝  71.350 (kN/m)

偏心距離　　　　　 ｅ   ＝   0.076 (m)

Ｂ' ＝ Ｂ-2|ｅ| ＝ 1.300-2×0.076 ＝ 1.148 (m)

Ｆs ＝ 
ΣＶ·μ+ｃB·Ｂ

ΣＨ
 ＝ 

71.350×0.577+0.000×1.148
23.841

 ＝ 1.728

Ｆs ＝ 1.728　≧　Ｆa ＝ 1.500　　… OK

4.4.3 荷重ケース.2 - 自重+慣性力

全水平力　　　　   ΣＨ ＝  31.709 (kN/m)　　 … [項目3.6.2] 参照

全鉛直力　　　　   ΣＶ ＝  68.805 (kN/m)

偏心距離　　　　　 ｅ   ＝   0.205 (m)

Ｂ' ＝ Ｂ-2|ｅ| ＝ 1.300-2×0.205 ＝ 0.890 (m)

Ｆs ＝ 
ΣＶ·μ+ｃB·Ｂ

ΣＨ
 ＝ 

68.805×0.577+0.000×0.890
31.709

 ＝ 1.253

Ｆs ＝ 1.253　≧　Ｆa ＝ 1.200　　… OK

4.5 安定計算結果一覧

No 荷重ケース名 条 件 水 位 転倒の検討 滑動の検討 地盤反力度の検討

1 自重+載荷重(自動車) 常時 無視

ｅ=  0.076
 ≦   0.217

Ｆs=  1.728
 ≧   1.500

ｑmax= 74.136
ｑmin= 35.633
 ≦  81.720

→ OK → OK → OK

2 自重+慣性力 地震時 無視

ｅ=  0.205
 ≦   0.433

Ｆs=  1.253
 ≧   1.200

ｑmax=103.004
ｑmin=  2.850
 ≦ 122.580

→ OK → OK → OK



5 たて壁の断面計算

5.1 照査位置:0.000(m) - [I－I断面]

5.1.1 く体重量(壁部)

1

2 3

4

No
座標値 断面積

Ａc (m2)

断面一次モーメント

Ｘi (m) Ｙi (m) Ｇx (m3) Ｇy (m3)

1 -0.650 0.000 0.975000 1.500000 -0.158750 

2 0.350 3.000 0.750000 2.250000 0.000000 

3 0.850 3.000 0.975000 -0.300000 0.848750 

4 0.650 0.000 0.000000 0.000000 0.000000 

1 -0.650 0.000 0.000000 0.000000 0.000000 

Σ 2.700000 3.450000 0.690000 

体　　積　 Ｖc ＝ ΣＡc×
31.000 ＝ 2.700 (m )

重心位置　 Ｘc ＝ 
ΣＧy

ΣＡc
 ＝ 0.690000

2.700000
 ＝ 0.256 (m)

　　　　　 Ｙc ＝ 
ΣＧx

ΣＡc
 ＝ 3.450000

2.700000
 ＝ 1.278 (m)

単位重量　 γ 
3 ＝ 23.000 (kN/m )

重　　量　 Ｗc ＝ Ｖc·γ  ＝ 2.700×23.000 ＝ 62.100 (kN)

慣 性 力　 Ｈc ＝ Ｗc·ｋH ＝ 62.100×0.120 ＝ 7.452 (kN)

モーメント Ｍx ＝ Ｗc·Ｘc ＝ 62.100×0.256 ＝ 15.898 (kN･m)

　　　　　 Ｍy ＝ Ｈc·Ｙc ＝ 7.452×1.278 ＝ 9.524 (kN･m)



5.1.2 前面土重量・水位無視(常時・地震時)

1

2 3

No
座標値 断面積

Ａc (m2)

断面一次モーメント

Ｘi (m) Ｙi (m) Ｇx (m3) Ｇy (m3)

1 0.000 0.000 0.000000 0.000000 0.000000 

2 0.000 0.500 0.041667 0.020833 0.000000 

3 0.167 0.500 0.000000 -0.006944 0.002315 

1 0.000 0.000 0.000000 0.000000 0.000000 

Σ 0.041667 0.013889 0.002315 

体　　積　 Ｖc ＝ ΣＡc×
31.000 ＝ 0.042 (m )

重心位置　 Ｘc ＝ 
ΣＧy

ΣＡc
 ＝ 

0.002315
0.041667

 ＝ 0.056 (m)

　　　　　 Ｙc ＝ 
ΣＧx

ΣＡc
 ＝ 

0.013889
0.041667

 ＝ 0.333 (m)

単位重量　 γ 
3 ＝ 19.000 (kN/m )

重　　量　 Ｗc ＝ Ｖc·γ  ＝ 0.042×19.000 ＝ 0.798 (kN)

モーメント Ｍx ＝ Ｗc·Ｘc ＝ 0.798×0.056 ＝ 0.045 (kN･m)



5.1.3 土　　圧
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　5.1.3.1 換算係数Ｉwの算出

・自動車荷重

Ｘ  ＝ 0.000 (m)

Ｉw ＝ 1+
2Ｘ

Ｈ1
−
2
π

1+
2Ｘ

Ｈ1

−1tan
Ｘ
Ｈ1

−
2
π

Ｘ
Ｈ1

　  ＝ 1+
20.000

3.000
− 2
π

1+
20.000

3.000
−1tan 0.000

3.000
− 2
π

0.000
3.000

　  ＝ 1.00000

　5.1.3.2 荷重ケース.1 - 自重+載荷重(自動車)

名　称
Ｘ
(m)

Ｑ
(kN/m2)

Ｉw
ｑd

(kN/m2)
備　　考

自動車荷重 0.000 10.000 1.00000 10.000

Σ 10.000

安定計算で算定された土圧係数ＫAを元に、断面位置から上部に作用する土圧ＰA1を求める。

　土圧係数　　ＫA  ＝  0.219　 … [項目3.5.2] 参照

主働土圧強度 (kN/m2)

Ｐ1 ＝ ＫA· ｑd+ｑw  ＝ 0.219× 10.000+0.000 2 ＝ 2.190 (kN/m )

Ｐ2 ＝ Ｐ1+ＫA·γ· Ｈ−ｈw  ＝ 2.190+0.219×19.000× 3.000−0.000 2 ＝ 14.673 (kN/m )

Ｐ3 ＝ Ｐ2
2 ＝ 14.673 (kN/m )

主働土圧 (kN/m)

ＰA1 ＝ 1
2
Ｐ1+Ｐ2 Ｈ−ｈw  ＝ 1

2
× 2.190+14.673 × 3.000−0.000  ＝ 25.295 (kN/m)

ＰA2 ＝ 1
2
Ｐ2+Ｐ3 ｈw ＝ 1

2
× 14.673+14.673 ×0.000 ＝ 0.000 (kN/m)

ＰA ＝ ＰA1+ＰA2 ＝ 25.295+0.000 ＝ 25.295 (kN/m)



ＰAV ＝ ＰA·sin α+δ  ＝ 25.295×sin -3.814+23.333  ＝ 8.452 (kN/m)

ＰAH ＝ ＰA·cos α+δ  ＝ 25.295×cos -3.814+23.333  ＝ 23.841 (kN/m)

土圧によるモーメント (kN･m)

ＭP1 ＝ 
2Ｐ1+Ｐ2

Ｐ1+Ｐ2
·
Ｈ−ｈw

3
+ｈw ＰA1 ＝ 

2×2.190+14.673
2.190+14.673

×
3.000−0.000

3
+0.000 ×25.295 ＝ 28.580 (kN･m)

ＭP2 ＝ 
2Ｐ2+Ｐ3

Ｐ2+Ｐ3
·
ｈw

3
ＰA2 ＝ 

2×14.673+14.673
14.673+14.673

×
0.000

3
×0.000 ＝ 0.000 (kN･m)

土圧の作用位置 (m)

ＹP ＝ 
ＭP1+ＭP2

ＰA
 ＝ 

28.580+0.000
25.295

 ＝ 1.130 (m)

ＸP1 ＝ ＹP1·tan −α +Ｘo ＝ 1.130×tan3.814+0.650 ＝ 0.725 (m)

　5.1.3.3 荷重ケース.2 - 自重+慣性力

安定計算で算定された土圧係数ＫAを元に、断面位置から上部に作用する土圧ＰA1を求める。

　土圧係数　　ＫA  ＝  0.292　 … [項目3.5.3] 参照

主働土圧強度 (kN/m2)

Ｐ1 ＝ ＫA· ｑd+ｑw  ＝ 0.292× 0.000+0.000 2 ＝ 0.000 (kN/m )

Ｐ2 ＝ Ｐ1+ＫA·γ· Ｈ−ｈw  ＝ 0.000+0.292×19.000× 3.000−0.000 2 ＝ 16.644 (kN/m )

Ｐ3 ＝ Ｐ2
2 ＝ 16.644 (kN/m )

主働土圧 (kN/m)

ＰA1 ＝ 
1
2
Ｐ1+Ｐ2 Ｈ−ｈw  ＝ 

1
2
× 0.000+16.644 × 3.000−0.000  ＝ 24.966 (kN/m)

ＰA2 ＝ 1
2
Ｐ2+Ｐ3 ｈw ＝ 1

2
× 16.644+16.644 ×0.000 ＝ 0.000 (kN/m)

ＰA ＝ ＰA1+ＰA2 ＝ 24.966+0.000 ＝ 24.966 (kN/m)

ＰAV ＝ ＰA·sin α+δ  ＝ 24.966×sin -3.814+17.500  ＝ 5.907 (kN/m)

ＰAH ＝ ＰA·cos α+δ  ＝ 24.966×cos -3.814+17.500  ＝ 24.257 (kN/m)

土圧によるモーメント (kN･m)

ＭP1 ＝ 
2Ｐ1+Ｐ2

Ｐ1+Ｐ2
·
Ｈ−ｈw

3
+ｈw ＰA1 ＝ 

2×0.000+16.644
0.000+16.644

×
3.000−0.000

3
+0.000 ×24.966 ＝ 24.966 (kN･m)

ＭP2 ＝ 
2Ｐ2+Ｐ3

Ｐ2+Ｐ3
·
ｈw

3
ＰA2 ＝ 

2×16.644+16.644
16.644+16.644

×
0.000

3
×0.000 ＝ 0.000 (kN･m)

土圧の作用位置 (m)

ＹP ＝ 
ＭP1+ＭP2

ＰA
 ＝ 

24.966+0.000
24.966

 ＝ 1.000 (m)

ＸP1 ＝ ＹP1·tan −α +Ｘo ＝ 1.000×tan3.814+0.650 ＝ 0.717 (m)

5.1.4 壁面地盤反力による断面力

　5.1.4.1 荷重ケース.1 - 自重+載荷重(自動車)

安定計算で壁面地盤反力が生じていないため、地盤反力による断面力は生じない。

ＮQZ ＝ 0.000 (kN)

ＳQZ ＝ 0.000 (kN)

　5.1.4.2 荷重ケース.2 - 自重+慣性力

安定計算で壁面地盤反力が生じていないため、地盤反力による断面力は生じない。

ＮQZ ＝ 0.000 (kN)

ＳQZ ＝ 0.000 (kN)



5.1.5 作用力の集計

　5.1.5.1 荷重ケース.1 - 自重+載荷重(自動車)

項目名 軸力
Ｎ (kN/m)

せん断力
Ｓ (kN/m)

アーム長 (m) モーメント
Ｓ･Ｙ-Ｎ･Ｘ
Ｍ (kN･m/m)

備　考
Ｘ Ｙ

く体自重 62.100 0.000 0.256 0.000 -15.898 項目5.1.1 参照

前面土 0.798 0.000 -0.594 0.000 0.474 項目5.1.2 参照

土　圧 8.452 23.841 0.725 1.130 20.813 項目5.1.3.2 参照

Σ 71.350 23.841 5.388

　5.1.5.2 荷重ケース.2 - 自重+慣性力

項目名
軸力

Ｎ (kN/m)
せん断力
Ｓ (kN/m)

アーム長 (m) モーメント
Ｓ･Ｙ-Ｎ･Ｘ
Ｍ (kN･m/m)

備　考
Ｘ Ｙ

く体自重 62.100 7.452 0.256 1.278 -6.374 項目5.1.1 参照

前面土 0.798 0.000 -0.594 0.000 0.474 項目5.1.2 参照

土　圧 5.907 24.257 0.717 1.000 20.022 項目5.1.3.3 参照

Σ 68.805 31.709 14.122

5.1.6 応力度計算

　5.1.6.1 計算方法

次式で求める各種応力度が許容値以下であることを照査する。

σc1 ＝ 
Ｎ

ｂ·Ｈ
+

6Ｍ

ｂ· 2Ｈ

σc2 ＝ Ｎ
ｂ·Ｈ

− 6Ｍ

ｂ· 2Ｈ

max σc1, σc2  ≦ σca

max −σc1, −σc2  ≦ σta

τc ＝ 
Ｓ

ｂ·Ｈ
 ≦ τca

ここに、σc1,σc2 ： 曲げ圧縮応力度

　　　　 負となった場合は曲げ引張応力度

　　　　τc ： せん断応力度

　　　　Ｎ ： 軸力 (kN/m)

　　　　Ｓ ： せん断力 (kN/m)

　　　　Ｍ ： 曲げモーメント (kN･m/m)

　　　　ｂ ： 有効幅 = 1.0 (m)

　　　　Ｈ ： 部材厚 (m)

　　　　σca ： 許容曲げ圧縮応力度

　　　　σta ： 許容曲げ引張応力度

　　　　τca ： 許容せん断応力度



　5.1.6.2 荷重ケース.1 - 自重+載荷重(自動車)

軸　　力　　　　　 Ｎ   ＝  71.350 (kN/m)　　 … [項目5.1.5.1] 参照

せ ん 断 力　　　　Ｓ   ＝  23.841 (kN/m)

曲げモーメント　　 Ｍ   ＝   5.388 (kN･m/m)

許容曲げ圧縮応力度 σca ＝   4.500 (N/mm2)

許容曲げ引張応力度 σta ＝   0.250 (N/mm2)

許容せん断応力度　 τca ＝   0.330 (N/mm2)

σc1 ＝ Ｎ
ｂ·Ｈ

+ 6Ｍ

ｂ· 2Ｈ
 ＝ 71.350

1×1.300
+ 6×5.388

1× 21.300
2 ＝ 74.014 (kN/m 2) ＝ 0.074 (N/mm )

σc2 ＝ Ｎ
ｂ·Ｈ

− 6Ｍ

ｂ· 2Ｈ
 ＝ 71.350

1×1.300
− 6×5.388

1× 21.300
2 ＝ 35.756 (kN/m 2) ＝ 0.036 (N/mm )

max σc1, σc2  ＝ 20.074 (N/mm )　≦　σca
2 ＝ 4.500 (N/mm )　→　OK

σc1,σc2共に正のため曲げ引張応力は生じない。

τc ＝ 
Ｓ

ｂ·Ｈ
 ＝ 

23.841
1×1.300

　 
2 ＝ 18.339 (kN/m 2) ＝ 0.018 (N/mm )　≦　τca

2 ＝ 0.330 (N/mm )　→　OK

　5.1.6.3 荷重ケース.2 - 自重+慣性力

軸　　力　　　　　 Ｎ   ＝  68.805 (kN/m)　　 … [項目5.1.5.2] 参照

せ ん 断 力　　　　Ｓ   ＝  31.709 (kN/m)

曲げモーメント　　 Ｍ   ＝  14.122 (kN･m/m)

許容曲げ圧縮応力度 σca ＝   4.500×1.50＝   6.750 (N/mm2)

許容曲げ引張応力度 σta ＝   0.250×1.50＝   0.375 (N/mm2)

許容せん断応力度　 τca ＝   0.330×1.50＝   0.495 (N/mm2)

σc1 ＝ Ｎ
ｂ·Ｈ

+ 6Ｍ

ｂ· 2Ｈ
 ＝ 68.805

1×1.300
+ 6×14.122

1× 21.300
2 ＝ 103.064 (kN/m 2) ＝ 0.103 (N/mm )

σc2 ＝ Ｎ
ｂ·Ｈ

− 6Ｍ

ｂ· 2Ｈ
 ＝ 68.805

1×1.300
− 6×14.122

1× 21.300
2 ＝ 2.790 (kN/m 2) ＝ 0.003 (N/mm )

max σc1, σc2  ＝ 20.103 (N/mm )　≦　σca
2 ＝ 6.750 (N/mm )　→　OK

σc1,σc2共に正のため曲げ引張応力は生じない。

τc ＝ 
Ｓ

ｂ·Ｈ
 ＝ 

31.709
1×1.300

　 
2 ＝ 24.392 (kN/m 2) ＝ 0.024 (N/mm )　≦　τca

2 ＝ 0.495 (N/mm )　→　OK

5.2 たて壁の応力度一覧

5.2.1 I-I断面(照査位置：0.000)

No 荷重ケース名 条 件 水 位 σc

(N/mm2)
σt

(N/mm2)
τc

(N/mm2)

1 自重+載荷重(自動車) 常時 無視

　  0.074
≦  4.500

───
　  0.018
≦  0.330

→ OK → OK → OK

2 自重+慣性力 地震時 無視

　  0.103
≦  6.750

─── 　  0.024
≦  0.495

→ OK → OK → OK



工 事 名

図 面 名

作成年月日

縮 尺

会 社 名

事業者名

図面番号
葉之内

1/50

項 目 名 算 出 式 値 単位 備 考

コンクリート量 ((3.000+0.000)×1.500 - 3.000×(0.000+1.000/2) - ((3.000+0.000)/2+(0.000-0.000))×0.200) × 10.000 27.000 m3 0.000+1.000+0.500 = 1.500

端型枠（断面） 2 × ((3.000+0.000)×1.500 - 3.000×(0.000+1.000/2) - ((3.000+0.000)/2+(0.000-0.000))×0.200) 5.400 m2 0.000+1.000+0.500 = 1.500

型 枠 ((3.000^2+1.000^2)^0.5 + ((3.000+0.000)^2+0.200^2)^0.5 + 0.000 + (0.000-0.000)) × 10.000 61.689 m2

均しコンクリート (1.300+2×0.100)×0.100 × 10.000 1.500 m3

基 礎 材 (1.300+2×0.100)×0.200 × 10.000 3.000 m3
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1 数量計算
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No 項　目　名 算　　出　　式 値 単位 備　考

1 コンクリート量 ((3.000+0.000)×1.500 - 3.000×(0.000+1.000/2) - 
((3.000+0.000)/2+(0.000-0.000))×0.200) × 10.000

27.000 m3

2 端型枠（断面） 2 × ((3.000+0.000)×1.500 - 3.000×(0.000+1.000/2) - 
((3.000+0.000)/2+(0.000-0.000))×0.200)

5.400 m2

3 型　　枠
((3.0002+1.0002)0.5 + ((3.000+0.000)2+0.2002)0.5 + 0.000 + (0.0
00-0.000)) × 10.000

61.689 m2

4 均しコンクリート (1.300+2×0.100)×0.100 × 10.000 1.500 m3

5 基　礎　材 (1.300+2×0.100)×0.200 × 10.000 3.000 m3


